
愛知県ヒラテ産業・JAグループ［愛知県］
　ユニーが最初に取り組み、2005年から事業を始めたリ
サイクルループです。愛知県刈谷市の再生利用事業者（ヒ
ラテ産業：堆肥化）とJAグループとの連携で、現在は、
愛知県下の刈谷市・知立市・安城市・岡崎市のアピタ・
ピアゴの店舗から食品残さを回収し堆肥を製造。その堆肥
を使って栽培した野菜や果実を再び店舗で販売していま
す。農業者とのパートナーシップは、JAあいち海部・JA
あいち中央と組んで、地産地消に取り組んでいます。
●2007年…食品リサイクル法再生利用事業計画を全国初の認定
●2007年…第1回食品リサイクル推進環境大臣賞最優秀賞受賞
●2011年…再生利用事業計画変更の認定

D.I.Dバイオマスリサイクルシステム・JAグループ［愛知県］
　2008年、愛知県一宮市の再生利用事業者（ディー
アイディー：堆肥化）に一宮市・稲沢市・江南市・豊
山町にあるアピタ・ピアゴの店舗から食品残さを搬入
し、JAグループとの連携でリサイクルループを構築しま
した。当初から複数の自治体にある店舗からなるリサイ
クルループで、現在ではさらに拡大し、大口町･岩倉市
･小牧市の店舗からも食品残さを搬入しています。
●2008年…食品リサイクル法再生利用事業計画
　認定（ユニーで2例目）
●2013年…再生利用事業計画変更の認定

リサイクルループ構築の課題と解決
　リサイクルループを構築するためには、食品関連事業者・再生利
用事業者・農業者がそれぞれの役割を果たし、パートナーシップを構
築することが重要ですが、事業開始前には以下の課題がありました。

　これらの課題解決には、愛知県で2件
の堆肥化リサイクルを先進的に推進し、
指導的立場にあった2名の指導員が大き
な役割を果たしました。堆肥の品質向上
に関しては、他の東海・北陸地域の優良
先進事例との比較、分析を通して課題を
抽出し、生産工程の見直しにつなげまし
た。また農産物の生産と物流に関しても、
JAとユニー青果仕入れ担当者に、愛知県
の事例に基づいた助言を行い、生産計
画・販売計画の策定ができました。

愛知県のリサイクルループ生産者との交流

完成したリサイクルループ

2007年10月第1回環境省
食品リサイクル推進環境大臣賞最優秀賞
受賞

　石川県の食品リサイクルループの構築にあたっては、再生利用事
業者と農業者が再生利用事業計画への参加が初めてだったこと、ま
た食品関連事業者も含め課題を抱えていたことから、農林水産省の
「平成24年度農山漁村6次産業化対策事業」の補助事業として、「石
川県食品リサイクルループ構築協議会」を設置し、食品リサイクル
ループの構築を行いました。
　2013年の1月から3月にかけて、農産物の生産計画の話し合いや
堆肥生産の問題点を検証した検討会を3回、先進事例の視察を中心
に生産者との意見交換を行った研修会を2回実施しました。

●調理クズ・魚アラ・売れ残り・
　残飯などから異物を排除し分別、
　計量する
　・分別マニュアルの作成
　・従業員・テナントへの教育の徹底

●食品循環資源の品質を
　確保するために、適正に保管する
　・廃棄物庫の整備（清掃・冷蔵施設）
　・保管容器の整備（分別容器・洗浄）

●品質の高い再生製品（堆肥・飼料）を
　製造する
　原料である食品循環資源・製造方法・
　施設・保管の基準作成と監視

●農業生産者のニーズにあった
　再生製品を製造する
　再生製品の販売先を確保し、農業生産者と
　パートナーシップを図る

●トレーサビリティの確立
　（生産者の顔の見える農産物）
　農業生産者の生産技術と適正な再生製品
（堆肥・飼料）によって、安全安心な農産
物を提供してもらう

　店舗の所在地で食品リサイクルループを構築し、地域の再生利用事業者や
農業生産者とパートナーシップを図っていくことがユニーの方針です。ユニーで
は、食品廃棄物を再生資源として堆肥や飼料を製造する再生利用事業者を探
し、優良な再生品を作り上げることが環境担当者の仕事です。また、生産者と
契約し、野菜や肉卵などの農産物を仕入れ販売することは、商品部や店舗担
当者の仕事です。リサイクルループを順調に推進するために、情報を交換し話
し合って課題を解決しています。
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●食品残さを排出する
●リサイクルしてつくった
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食品残さで堆肥や
飼料をつくる
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食品循環資源を
排出する店舗

リサイクル農産物を
消費者に提供する

食品残さをリサイクルするためにパートナーを探す

リサイクル農作物を販売

リサイクルループで生産した農作物を販売
することを目的としてパートナーを探す

再生製品（堆肥や飼料）を利用する農業者を
探す

再生利用事業者の製造する堆肥や飼料が、
農業生産者の利用に適した品質かどうかを確
認する。

地産地消を前提に、生産技術の高い農業者
に主旨を理解してもらい、パートナーになって
もらう。

生産された農作物を販売す
るために、社内で検討する

農業生産者と食品関連事
業者がパートナーシップを
図る

食品関連事業者はリサイク
ル作物の特徴を消費者へ
充分にアピールする

販売計画を立てる前に、農
作物の栽培履歴や品質が販
売基準に達しているかどう
かを確認する。

販売計画に基づいて生産計
画を検討して、購入契約を
結ぶ。

売り場にリサイクルループの
主旨説明や生産者の紹介な
どを掲示し、「安全安心な農
作物」であることを明示する。

環境担当者の役割

仕入れ担当者・販売担当者の役割

　ユニーは店舗を営業している各地域で食品リサイクルループを構築し、循環の環を継続していくことを目標にしています。食品リサイクルルー
プは、食品廃棄物を再生利用するだけではなく、消費者と農業者を結び、地産地消を実現する有効な手段でもあります。トレーサビリティが明
確であることから、食の安全安心にもつながります。さらに食品リサイクル法で定められた「再生利用事業計画」を国に申請し認定されることで、
リサイクルループの有効性と法遵守を確実に継続させていきます。

食品リサイクルループの環

食品リサイクルループの構築

各地で実施している食品リサイクルループ

石川県の食品リサイクルループ構築

リサイクルループを有効に運用するために

農林水産大臣賞受賞

　ユニー、再生利用事業者、生産者がそれぞれの役割を果たすこと
によって、リサイクルの環が完成し、回り続けることができます。食
品をむだにせず、ゴミを減らすことができ、地球にやさしいライフス
タイルです。リサイクルの環で作った野菜や肉、卵は安全安心で美
味しく、作った人の顔の見える農産物です。そして、消費者が農産
物を購入することで、リサイクルループが回っていくのです。

リサイクルループを構成するパートナーシップ

　2000年からユニーの店舗に食品残さ乾燥機を導入し、
乾燥した食品残さを堆肥製造事業者に販売し、堆肥の原
料にしています。この堆肥を使って栽培した大根で「刺身
のツマ」を作って、店舗で使用しています。2000年から
2008年までに食品残さ乾燥機を新規開店店舗に導入して
きましたが、2007年に食品リサイクルループが再生利用
事業計画に認定されたことで地域循環型農業を推進する方
針とし、乾燥機の新規導入は中止しました。現在では6店
舗で継続しています。（アピタ瀬戸店、アピタ江南西店、アピタ新
守山店、けやきウォーク前橋、アクアウォーク大垣、ラスパ御嵩）

ユニーの循環型リサイクル（乾燥食品残さ・大根のツマ）

　ユニーは、「エコ・ファースト」の約束に基づき、店舗所在地の1府18県（福
島県を除く）で食品リサイクルループを構築し、食品廃棄物の再資源化と地域循
環型農業の実施を成し遂げた功績が認められ、第34回食品産業優良企業等表
彰「環境部門」において、農林水産大臣賞を受賞しました。この受賞を機に、さ
らに食品循環資源の有効な利用に向けた取り組みを積極的に進めていきます。

①ユニーでは、食品残さの排出管理はできているが、農産物の販売体制が未整備で
あった。
②トスマク・アイ（特定肥飼料等製造業者）は、登録再生利用事業者であったが、JA
のニーズに合った堆肥の品質向上に課題があった。
③JA松任（特定肥飼料等の利用者）は、食品リサイクル堆肥を利用した農産物の生
産経験がなく、新たな生産計画が必要であった。

指導員による堆肥製造施設の確認

生産者同士による意見交換会

検討会の実施

　愛知県で当初より食品リサイクル
ループの農産物の生産に携わってい
ただいている、JAあいち海部エコ部
会の皆さんと今回新たにループに参
加するJA松任の農家の皆さんとの意
見交換会を行いました。意見交換会
では食品リサイクル堆肥を利用した農
業の利点についてなどの質問が出され、活発な意見交換がなされま
した。

　2010年から石川県白山市、金沢市の店舗から排出される食品残
さを再生利用事業者（トスマク・アイ：堆肥化）に搬入し堆肥を製
造しています。2012年度よりJA松任でこの堆肥を使って栽培した作
物を石川県を中心とした北陸地区の店舗で販売する計画です。
●2013年3月 …
食品リサイクル法
再生利用事業計
画認定（ユニーで
15例目）

店舗から発生した食品
残さを熱処理機搭載のト
ラックで一次処理しなが
ら運搬します。堆肥場で
発酵させます。

ヒラテ産業

堆肥で栽培

運搬用
トラック

JAグループと進める
食品リサイクル

2008年秋から販売開始
（リーフウォーク稲沢）

生産物

トラックで運搬 食品残さを計量 堆肥を熟成
混合機へ投入

一宮市の生ごみ堆肥化処理場（D.I.D）

店舗から出る
食品残さを分別

冷蔵保存

店舗から発生した食品残さを
清潔な専用容器に入れて専
用のトラックで運搬します。

地元のJAで生産する
ので、収穫された野菜
は翌朝には店頭に並
びます。地産地消を推
進しています。

堆肥場で十分発酵
させ完熟させます。

D.I.Dバイオマス
リサイクルシステム

リサイクル堆肥
「エコパワー」完成！

稲沢市・江南市・
豊山町の店舗で
排出した食品残
さを再生利用。

店 舗
自社で進める
循環型リサイクル

商 品
アピタ・ピアゴ
刺身のツマ

大根を刺身の
ツマに加工

生 産

肥料工場

リサイクル
肥料

真空乾燥

堆肥で栽培

●サークルKサンクスを環の中に組み入れ、さらに食品残さの搬入地域を拡大しました

●サークルKサンクスを環の中に組み入れ、さらに食品残さの搬入地域を拡大しました

生 産

堆肥を使って
栽培 集荷場

JAグループ

稲沢市

豊山町

江南市

一宮市の 店 舗

生 産店 舗

アピタ安城南店
特設売場で販売

ヒラテ産業堆肥場

JAあいち中央

再生利用製品（堆肥
や飼料）を使って農
畜産物（野菜や果物、
豚肉など）をつくる

地元JAと進める
食品リサイクルループ

アピタ松任店、
アピタ金沢店、
ピアゴ金沢ベイ店

店 舗

JA松任

生産

登録再生利用事業者

トスマク・アイにて
堆肥化

食品廃棄物リサイクルシステム
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